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もりのにぎわい通信  
 

2025年 2月 22日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2025年 2月 22日（土）9：00～16:30 

場所：小山町 観音地 

天候：晴れ時々曇り  気温 1.5～9.2℃  湿度 33%  風向 北西風速 3.7m/s 

参加者：36 人：子ども 5 人、大人 31 人（内土地改良区 0 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00 集合 

9：30 作業開始   

10:30休憩 

12:00後片づけ･午前の部解散 

13:00 井戸掘り作業 

16:30 片付け･解散 

 

■活動報告 

日本に寒波が来て日本海側は大雪のようでしたが小山の森は天気に恵まれ日差しの暖かい 1 日

となりました。井戸掘りチーム 8 名(安房高校生物部メンバーと安斎先生親子)はあともう少しで理

想の深さになるとのことで最後の追い込みで 9 時頃から作業を開始していました。 

 当日の森の作業は 10 年以上堆肥を雨水から守るためにかぶせてそのままになっていた古いブル

ーシートをはがしてごみ袋に集めて処分する作業と森に落ちている大きい枝を集めて焼却場へ集

める作業がありました。二手に分かれて行いましたが、子どもたちがいるグループは一輪車やバケ

ツを使ってたくさん枝を集め休憩時には大きな山になっていました。 

ブルーシートをはがす場所は休憩前はビニールハウスの近く、休憩後は栗林近くでしたがどちら

も雑草の根がブルーシートを貫通して土にしっかりくっついている状態ではがしたりごみ袋にい

れるのに大変手こずりました。 

シートをはがす際、お父さんと女の子の参加親子が冬眠中の茶色いアマガエルを見つけました。予

想外で掘り起こされて寝ぼけている様子のアマガエルの姿はとても可愛らしい姿でまた土の中に

戻してあげました。 

作業終わりには少し収穫には早い時期でしたがシイタケのほだ木にいくつかシイタケが育って

いたので子どもたち 4 名でそれぞれ収穫しました。雨が長い間降っていなかったこともあり育って

いたのは地面にちかいところだけでしたが、とても大きく育っていたものが一つあり小さく刻んで

水炊きに入れてみんなで食べました。 

休憩後は力のある若手の男性を集めて支柱代わりに埋められていた金属パイプを掘り出す作業

もあり、2 箇所ありましたが 1 箇所とりだすことができました。もう一つはなかなか抜くことがで

きなかったとのことです。埋まっていた深さは 1m20cm ぐらいで掘り出すのはとてもは大変だった

ことと思います。今まで刈払機での除草作業で危険な箇所だったのでとてもありがたく思います。 
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 作業終わりには緑の環の恒例水炊きを食べて体を温めました。1 週間前までキャベツの値段が高

騰していて心配していましたが当日使用するキャベツは安く購入できたようでした。 

前回豚汁を食べて喜んでいた年中さんの男の子はまた豚汁が食べたかったな〜と話していました

が水炊きを食べてみると大好きな味だったようで「美味しすぎる〜」といっておかわりして食べて

いました。森で収穫したシイタケもいいだしになっていました。井戸掘りチームとスタッフ用に別

鍋に分けてたっぷり作りましたがお昼終わりには全てどちらの鍋も空になっていました。 

井戸掘りは休憩時には水がたまっている深さが 1m70cmで 2mになるまで掘り進めると話していま

したが、２時頃初めて参加の若い男性も加わって泥ハネを受けながらも作業を進め 3 時頃には 2m

に達したとのことで作業を終わりにすることに。約２年の歳月を費やした井戸掘り作業は約１４ｍ

を掘り進め無事終了しました。 

ホットカルピスをみんなで飲んで体を温めながらみんなで労をねぎらいあいました。 

長い期間安斎先生と高校生たちは遠くから来てくれて、いくつかのトラブルを乗り越え諦めずに作

業を進めてくださったことに感謝の気持ちでいっぱいで、みんなの夢が現実に近づいたことを本当

に嬉しく思います。 

今後最終作業と手押しポンプを取り付ける作業があるとのこと…とてもワクワクします。 

余談ではありますが、井戸掘り中に高校生たちが空を見上げていてオオタカが飛んでいるとのこ

と。お腹が白いのが特徴と 1 人が説明してくれて、もう１人は塾に行く途中で見たオオタカかもと

話していました。塾に行く途中で空を見上げて鳥をみるというのが生物部らしさを感じます。オオ

タカの姿を追うと２羽のカラスに追い立てられるように逃げていき、安斎先生よりカラスは大勢で

攻撃するのでカラスのほうが強い立場になってしまうと話がありました。 

自然は多いけれどもやはり小山の森は都会寄りなのでしょうか。 

（記録：和田みさ子） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、3 月 22 日（土）（雨天の場合 3 月 23 日(日)）除草作業、苗木の枝の剪定、間伐材

の片づけ（焼却）、井戸掘り作業を行う予定です。尚、コロナ禍の為、12 時までとします｡ 

 

 

 

 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

 

 

 

ビニールハウス近くのブルーシートを剥がす作業 
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 ブルーシートに雑草の根が絡み、外すのに一苦労 

 

 

    

森に散らばっている小枝の収集・運搬作業 
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休憩 

 

 

  

                            水炊きの用意 
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栗林近くのブルーシートを剥がす作業 

    

 

      

シイタケの収穫 
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金属パイプを掘り出す作業 

 

                

掘り出した金属パイプ 

 

  

美味しすぎる～ 
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恒例の水炊きを味わう 

  

  

 

 

    

                           理事長の挨拶で解散 
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井戸掘り作業 
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約 14ｍ掘って井戸掘り完了 

 

 

 

古いブルーシートごみ 12 袋、処分した苗木支柱ごみ 3 袋 

 

 


